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議案 温泉法に基づく掘削許可について【北杜市】 

申
請
者 

住  所 北杜市須玉町大豆生田
ま み ょ う だ

９６１－１ 

氏  名 北杜市長 上村 英司 

申 
 

請 
 

内 
 

容 

目  的 
公共施設であるスパティオ小淵沢内施設（宿泊施設及び入浴施設）へ

の給湯に利用 

利用計画 同上 

申請地 北杜市小淵沢町字山ノ上１００５１番地 

地目等 山林 

掘削深度 1,500ｍ 

ゆう出路の口径 

※（）内は深度 

（0～100ｍ）374.7mm  （100～ 300ｍ）311.2mm  （300～800ｍ）244.5mm 

（800～1200ｍ）193.7mm（1200～1500ｍ）142.9mm  

工事方法 ロータリー工法（垂直掘削、ノンコアボーリング） 

着工予定時期 令和５年１１月１日 
完了予定時

期 
令和６年１０月３１日 

その他 － 

近 
 
 

隣 
 
 

の 
 
 

状 
 
 

況 
 
 

等 

○周辺源泉の状況等 

 ・当該地は一般地域 

※（温泉保護対策に関する審議方針） 

既存源泉から６００ｍ以上離れなければならない。 

ただし、公共団体が公共施設を設置することを目的として掘削する場合は周囲の 

状況を勘案して認めることができる。 

 ・右の見取り図のとおり、距離制限である周辺６００ｍ以内に既存源泉がある。 

※直近の既存源泉①までは約１８６ｍ 

※なお、既存源泉①は申請者である北杜市（公共団体）が所有する源泉であり、新規掘 

削により温泉が湧出した場合は既存源泉を埋め立てて、廃止する予定である。 

○可燃性天然ガスの可能性について 

申請書添付の掘削場所の選定理由を記載した資料では、次の理由から可燃性天然ガスの 

おそれはないとしている。 

・近傍にある既存源泉①では可燃性天然ガスが検知されたことはないこと 

・日本のガス油田分布図で炭化水素鉱床の期待できない範囲であること 

  ※なお、可燃性天然ガスが検出される可能性を否定できないことから、８００ｍ以深の 

掘削ではガス噴出防止装置等を設置することとしている。 

○排水処理 

 ・掘削時の排水は循環利用し、工事終了後に全量を産業廃棄物として処分する。 

 ・施設供用時は既存源泉と同様に、既存排水路に放流する予定である。 

  ※温泉の成分により変更する可能性あり。 

 

 

 (C) ジオテクノロジーズ社 

申請地付近の見取り図 

既存源泉② 

既存源泉① 
600m 約 186m 

申請地点 

約 863m 

申請地点 

既存源泉①

約 186m 



 

 

 

山梨県環境保全審議会温泉部会の審議結果 

（令和５年７月４日付け大水保第７９４号諮問事項） 

 

 

 

１ 山梨県環境保全審議会温泉部会の実施日時等 

   日 時：令和５年７月２１日（金） 午前１０時 

   場 所：山梨県やまなし地域づくり交流センター大会議室 

 

 

 

２ 審議事項 

温泉法に基づく許可（掘削）について 【北杜市】 

 

 

 

３ 審議結果 

申請のとおり、土地の掘削を許可することが相当である。 
 

                           
 


